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災害の不条理のただなかをどういきるか？
ー不条理と身心変容

第9５回身心変容技法研究会
2024年06月01日

@zoom

関西学院大学

金 菱 清

根源的な問い
果たして私の愛する人は、ほんとうに逝ってしまったのか？

“行方不明”者

↓

肉体の滅却を確認できない！

「（自分がこれから）自殺するとあの世で母や息子と暮らせないから、誰か崖から突き落とし
て（殺して）くれないかな」

「今日は息子と母の一周忌法要。遺体すら見つからないのに一周忌法要をしなければなら
なくて、正直今も戸惑って受け入れられない自分がいます」

「もうすぐ6年か… 実は、いまだにアナタがもう帰ってこないってことが信じられないよ…」

かかわり方を問う：平均的な人間

ケアする側

keyword：寄り添う→？？

その人に寄り添った介護・・・

その人に合わせたケア・・・

個別性を問いながら、概念自体欧米からの輸入で統一された規格

ヒントとしてのキャラ立ち
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みうらじゅんの世界

・旅の思い出に→寄り添い型＝みやげ物

相手が喜ぶものを＝キャラ落ち

Vs

・気になったものを→キャラ立ち型＝いやげ物

相手が嫌がるかも

奴はいけるな＝キャラが立つ（ゆにぃーく）

2016年 震災から5年経って、「もう震災は終わった」・・・

霊性の震災学

幽霊の記事（朝日新聞・buzzfeed）

300万・600万アクセス（社会事件でもようやく100万）

共感のレベルがズレている

まだ堀り起こしていない圧倒的な事実がある

↓

震災を震災だけで閉じている可能性

↓

感度をあげる必要性

震災の極地の提示

生老病死が往きかう医療現場に
立つ時、わたしたちは治癒を提
供しているのだろうか、と自問
する瞬間を経験します。…東日
本大震災の現象とは、人は霊的
存在である、という認識を得た
ときにたちどころに顕になる

医療

「文学」と呼んでいいのではないか。「文
学」の定義を変えてもいいのでは。…僕自
身も、その「震撼」を経験してしまったの
で、文学の定義を改める必要を感じ、当事
者の経験や感情を多くの人が共有するため
に、「文学」という既存の流通経路をこじ
開けようとしている

文芸

震災という突然の不条理に強制され
た死は、一般的な「死者」という概
念では捉えられない存在感を近親者
には残すでしょうし、そこに着目さ
れた先生の視点に共感します。

映画

著作では、宗教者や宗教団体を調査
するのではなく、市井の人々の生活
に肉薄することで、宗教現象、死生
観、死者儀礼が考察されています。
宗教者や宗教団体を主たる調査対象
としがちな宗教学・宗教社会学の知
見とは異なる

アート
研究・実践から、現代における生
と死とはどういったものなのか、
そこにどう向き合うか。老いや死
を内包する社会はどのように可能
なのか、そしてアートはどのよう
に関与することができるのか、と
いった議論につなげていける。

宗教
ぼくは死を看取る医療にこだわってき
た。どんなに医療が発達しても、人間
は死を避けることができない。だから
こそ、死から逃げない医療を、地域包
括ケアのなかで展開したい。同時に、
金菱先生は、死者も呼びかけをしてお
り、その声を感受性を研ぎ澄ませて受
け止めてあげることが大事だという。
亡くなった人からの呼びかけを受け止
める感性をもつ地域包括ケアを展開

福祉音楽

災害・社会学

↓

医療・芸術・映画・音楽・文芸・宗教etcに共鳴

一言も言及していないにも関わらず

「金菱さんの専門は震災社会学。一見、医療や介護とはかけ離れて見えるが、
共通する点が多いことに驚いた」（鎌田實：『わがままのつながり方』p.174）

人間の深部に突き刺さる

震災マンダラを通じて全体像を描き出す試み

ツララ式自己反省的漸進法

7 8 9

10 11 12



2024/6/1

3

2012年3月 2013年4月 2014年5月 2016年1月 2017年3月

2018年2月  2018年3月      2020年3月             2021年1月 2022年2月 

• なぜ「行方不明」を扱わなければならないのか？

2016年タクシドライバーの幽霊・2017年亡き人への手紙・2018年夢

東日本大震災で生者と死者の関係を探求

2024年3月  

幽霊の記事（朝日新聞・buzzfeed）

300万・600万アクセス（社会事件でも100万）

宮城地方→日本→米・露・仏・英国・ブラジルetc

2016年1月   

•理不尽な死に方をした思いの蓄積と残された人々の居たたまれない思いの輻輳が、恐らくは人間に心霊的な
現象を見させるのだろうと考えられる。記事にもあるように、恐ろしい体験でなく畏怖すべきものとして感じてい
ることがポイントであり、そこには死者に対する慈しみが込められているたれぷーさん（男性 愛知県）／ライブ
ドアブログ／１月３１日

・未曾有の災害の悲しみを乗り越えた方々の心のあり方と強さが若い方々のフィールドワークによる論文にまと
められています．メディアのみでは知ることの出来ない、家族への愛情と弔いの心全ての章が被災地の方々の
リアルな心情を伝えてくれます．yangt3／SO－NETブログ／２月８日

・最初の章から、涙が止まらず、これは読み終えるのに一ヶ月くらいかかりそうです。命というものへの深い愛
情を私達は忘れていないのですね。一人の死には、その人の人生だけでなく、その人生に交差した実にたくさ
んの人生がかかわります。多くの涙と無念と諦観が、愛情の中に無数の星のように輝きます。幽霊が存在する
かどうかの話ではなく、無理やり終えねばならなかった人生の、命の無念と、それを乗り越える強さの根源が、
そこにあると思います。野田＠メンタルコア／アマゾン／１月３１日

・自分以外の誰かを認め、その幸あらんことを願う心の向こうに、自分自身の幸への確信が生じる事がポジティ
ビティの深部にあるとするならば、東北で語られる幽霊話は、まさに、その地が力強く立ち上がろうとしている証
ではないかと思えるのです。

・一番興味をひくのが、震災以後語り継がれる幽霊話です。怖い？薄気味悪い？とんでもない、深い感動を覚
えます。

・『呼び覚まされる霊性の震災学』読了。体裁は学部生の論文集だが、内実はむしろ「いとしみの詩学」とでもい
うべきでしょう。目線が謙虚なところが心に届く。 Daniel Corl コール ダニエル @DanielCorl1  · 2月11日 

多くの人々の共感と支持
3日間でFacebook上で朝日記事のシェア（1万8747件）、Twitterでも捕捉できない夥しい反応
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根源的な問い
果たして私の愛する人は、ほんとうに逝ってしまったのか？

“行方不明”者

↓

肉体の滅却を確認できない！

「（自分がこれから）自殺するとあの世で母や息子と暮らせないから、誰か崖から突き落とし
て（殺して）くれないかな」

「今日は息子と母の一周忌法要。遺体すら見つからないのに一周忌法要をしなければなら
なくて、正直今も戸惑って受け入れられない自分がいます」

「もうすぐ6年か… 実は、いまだにアナタがもう帰ってこないってことが信じられないよ…」

リン酸カルシウム論
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主人公・新一の行動には里美は驚く

子イヌの亡骸をゴミ箱に捨てる新一

里美は新一を激しく非難

新一は何がいけないのか理解していない様子

「清掃の人がこまるかな？」

「もう死んだんだよ……死んだイヌはイヌじゃない

イヌの形をした肉だ」
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★工藤さんインタビューブイ
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2012年3月 2013年4月 2014年5月 2016年1月 2017年3月

2018年2月  2018年3月      2020年3月             2021年1月 2022年2月 

2012年3月 2017年3月

37 38 39
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震
災
か
ら
時
間
が
経
ち
、
世
間
が
日
常
に
戻
っ

て
い
く
中
で
、
私
は
「あ
の
、
あ
ま
り
に
も
苦
し

く
悲
し
か
っ
た
震
災
後
の
日
々
の
こ
と
を
、
自
分

は
絶
対
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
一
種
の

強
迫
観
念
の
よ
う
な
思
い
と
、
そ
れ
で
も
薄
れ

て
い
っ
て
し
ま
う
自
分
の
記
憶
や
感
情
の
狭
間
で

、
と
て
も
重
苦
し
い
葛
藤
を
感
じ
て
い
た
。

記
憶
と
正
面
か
ら
向
か
い
合
っ
て
、
再
び
痛
い

ほ
ど
の
悲
し
み
に
引
き
込
ま
れ
る
の
が
こ
わ
く
て

、
い
ろ
ん
な
も
の
を
心
の
底
に
押
し
こ
め
て
、
目

を
そ
ら
し
て
放
置
し
て
い
た
よ
う
な
状
態
だ
っ
た

。
そ
れ
で
も
今
回
、
苦
し
み
な
が
ら
も
、
し
っ
か

り
記
憶
と
向
き
合
い
、
そ
れ
ら
を
自
分
の
身
体

の
外
に
、
文
字
と
し
て
出
し
て
、
文
章
と
し
て
保

管
す
る
こ
と
で
、
い
つ
で
も
見
返
し
て
思
い
出
せ

る
形
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

も
う
、
震
災
の
こ
と
を
忘
れ
て
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
ん
だ
、
と
思
っ
た
ら
、
何

だ
か
ほ
っ
と
安
心
し
て
、
ぎ
ゅ
う
っ
と
固
ま
っ
て
い

た
心
が
ほ
ぐ
れ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
た
。
被
災

者
と
し
て
の
責
任
感
か
ら
、
ど
こ
か
解
放
さ
れ
た

よ
う
な
心
持
ち
だ
っ
た

（鈴
木
志
帆

「震
災
覚
え
書
き

灯
り
の
見
え
な
い
未
来
」
『

震
災
メ
メ
ン
ト
モ
リ
』）

43 44 45
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2012年3月 2017年3月

★「3.11漂流ポスト」赤川さんインタビューブイ

お
は
よ
う
、
パ
パ

 

声
に
は
出
さ
ず
に
天
井
を
見
る
。

朝
、
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
前
に
目
を
さ
ま
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
最
愛

の
夫
で
あ
る
あ
な
た
を
失
っ
て
か
ら
。

 

私
は
、
一
気
に
歳
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
よ
。

 
ゆ
っ
く
り
ス
マ
ホ
に
手
を
の
ば
し
な
が
ら
あ
な
た
を
思
う
と
、
少
し

だ
け
、
涙
で
目
が
う
る
む
。

 

毎
朝
そ
こ
か
ら
一
日
が
始
ま
る
。

目
が
さ
め
て
、
と
な
り
に
あ
な
た
が
い
な
い
現
実
を
思
い
知
る
、
朝
が

一
番
つ
ら
い
時
間
。

（中
略
）

平
日
だ
っ
た
の
で
、
娘
は
会
社
に
行
か
せ
て
い
た
。
孤
独
だ
、
と
思
っ
た
。

玄
関
に
立
っ
た
ま
ま
頭
の
中
が
白
く
霞
ん
だ
。
そ
う
し
た
ら
、
ふ
い
に
、

口
か
ら
笑
い
声
が
出
た
。
仏
壇
の
前
に
行
き
、
座
り
こ
ん
で
な
ぜ
だ
か

し
ば
ら
く
笑
い
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。

ま
っ
た
く
可
笑
し
く
な
ん
て
な
い
し
、
笑
い
た
く
な
ん
て
な
い
の
に
。

涙
を
流
し
な
が
ら
、
自
分
で
止
め
ら
れ
な
い
笑
い
が
と
て
も
怖
か
っ
た
。

『
悲
愛-

あ
の
日
の
あ
な
た
へ
手
紙
を
つ
づ
る
』     

よ
り
一
部
抜
粋

研究者、マスコミ、映像、記録

当事者と故人の奥深いつながりに到達できていない

↓

・「あなたに言ってもわからないし、理解されない」

手紙

第三者へ言葉で語れない何かが含まれている

↓

手紙=「手紙。あるいは言葉。書くということ。物語を書いているとき、頭の中と手の先が乖
離していて、ほとんど無意識で綴った言葉が、物語を牽引していったり、行き詰っていた物
語に道を示してくれる。自分の意思では手が届かない心の奥底からふいに姿をあらわす、
言葉にはそんな力があるのかもしれない」（「綴られる愛人」より）

思いやりのある手紙＝「相手に向かう同情的な共感だけでなく、より理知的な想像力や
思慮分別を含んでいる」（宮原浩二郎 2000）

（２）強い「当事者性」の氷解

インタビュー・記録etc

話された・書かれたことは、「礼儀正しい=上品な」言葉

↓

 手紙
〝あなた（死者）へ″という2人称に向けた言葉

「正直さ」＝自分に跳ね返ってくる言葉

魂をゆさぶられる

手紙を書くということ／書けないということ

（２）強い「当事者性」の氷解

毎年手紙を書いて3.11にお焚き上げをして天国に送る

１・２年のうちは愛娘への想いを書けていた

けれども、４・５年経つうちに書けなくなった

当時6歳の幼稚園→+5歳＝11歳 中学手前

「ひらがなか漢字で書いてよいのかそこから迷うと書けない」

12歳で4月から中学生＝中学の制服の採寸、背格好？

手紙を書くということ／書けないということ

（２）強い「当事者性」の氷解

49 50 51

52 53 54
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瓦
礫
の
中
か
ら
変
わ
り
果
て
た
愛
梨
を
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
、
真
っ
黒
こ
げ
で
赤
ち
ゃ
ん
位
の
大
き
さ

に
な
っ
て
い
て
表
情
す
ら
読
み
取
れ
な
い
位
に
変
わ
り

果
て
て
は
い
た
け
ど
、
愛
梨
だ
と
マ
マ
も
パ
パ
も
わ
か
っ

た
よ
。

本
当
は
ね
、
マ
マ
も
パ
パ
も
愛
梨
を
思
い
っ
き
り
抱
き

し
め
て
あ
げ
た
か
っ
た
け
ど
、
抱
き
し
め
た
ら
愛
梨
が

壊
れ
て
し
ま
う
か
ら
抱
き
し
め
て
あ
げ
る
事
が
出
来

な
か
っ
た
の
・
・
・。

抱
き
し
め
て
あ
げ
る
事
す
ら
出
来
ず
に
ご
め
ん

ね
・・・。
本
当
は
ギ
ュ
～
と
抱
き
し
め
て
「頑
張
っ
た

ね
」
っ
て
言
っ
て
あ
げ
た
か
っ
た
・
・
・
。

・
・
・
せ
め
て
、
愛
梨
を
抱
き
し
め
て
あ
げ
な
が
ら
一
緒

に
旅
立
っ
て
あ
げ
た
か
っ
た
・
・
・
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『悲
愛-

あ
の
日
の
あ
な
た
へ
手
紙
を
つ
づ
る
』

よ
り
一
部
抜
粋

前を向いて地域のまちづくりに奔走していた時期（5－6年）

手紙の依頼

迷う＝涙も枯れる悲しみを経験して〝強い″と思っていたけども、

亡き人への手紙を提案されて狼狽

迷う＝悲しいとかたいへんとか当たり前の感覚で、自分だけが辛い

ことを公言するのが嫌だ、けども自分のような思いをするのも嫌

6年経ち、悲しみの現実に蓋をしていたことに気づき、もし手紙を書いたら、あ
の日の悲しみに戻って前に進めないかもしれない不安

「チェルノブイリ原発の石棺」→普通の人の記憶は記録に残されない

→ 括弧付きの震災史が闊歩（Hysteria 抜きのHistory）

手紙を書くということ／書けないということ

（２）強い「当事者性」の氷解

手紙＝私信だけども、まるで二人称である亡き人になって言葉を受け取り、そ
の人に感情移入（感受経験の共有）

↓

「寄り添う」立場の境界と強い当事者性の 氷解

検証のできる歴史と民衆の社会史の役割

歴史と社会史の統合

強者の歴史 弱者の社会史 語りの強さ 書き手の弱さ 歴史

＝（語ることができなかった弱さを伴った）歴史

ライティング・ヒストリーの展開

調査者の不介入 客観的な史実にもとづく歴史(recorded)

×

調査内容への介入 主観的な当事者によるオーラルヒストリー

発話への水路付け 強い発話主体（当事者）

☟

調査者の介在 抑圧の解除へのエンカレッジ

×

調査内容への不介入 手紙による三人称の排除

＝ライティング・ヒストリー（human history）

ライティング・ヒストリーの展開

55 56 57

58 59 60
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2012年3月 2013年4月 2014年5月 2016年1月 2017年3月

2018年2月  2018年3月      2020年3月             2021年1月 2022年2月 2018年2月  

 「死者」の問題

 2011        2012 2017

  ▼  ▼ ▼

当事者自らの行動記録 当事者が亡き人へ書いた記録

亡き人やもの・故郷へ手紙を書く
東北学院大学震災と記録プロジェクト編

『悲愛-あの日のあなたへ手紙をつづる』（新曜社）

手紙のなかに夢の記述が刻印されていた

一般的な夢理解＝取るに足らない＝非現実⇒社会学の射程の枠外

 手紙の夢理解＝亡き人に伝えたい大切なもの＝現実を構成⇒社会学の措定

『私の夢まで、会いに来てくれた』
東北学院大学震災と記録プロジェクト編 朝日新聞出版、2018

• 震災遺族と夢のみを集めた記録

• 27編

• 2016年11月～2017年11月

• 東北学院大学ゼミ3年生および2年の実習

• 聞き取り→校正編集まとめ→所収

• 心理学用語での理解の排除

61 62 63

64 65 66
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２
０
１
６
年
１
月
６
日
に
見
た
夢
も
そ
う
だ
っ
た
。

繁
さ
ん
と
宏
美
さ
ん
は
、
指
切
り
を
し
て
い
る
。

「何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
よ
」

「で
も
、
信
頼
し
て
る
」

「急
が
な
い
か
ら
」

「待
っ
て
る
」

一
言
一
言
、
確
か
め
る
よ
う
に
宏
美
さ
ん
は
話
し
た
。

「指
切
り
を
し
た
手
の
感
触
は
、
起
き
て
か
ら
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
し
た
。
夢
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
『あ
の
世
か

ら
簡
単
に
助
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
も
、
信
頼
し
て

る
か
ら
ね
。
こ
ち
ら
に
来
る
の
を
待
っ
て
る
け
ど
、
急
が
な

い
か
ら
ね
。
そ
っ
ち
の
世
界
で
修
行
し
て
お
い
で
』と
妻
か

ら
言
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
」

そ
れ
か
ら
１
か
月
半
ほ
ど
経
っ
た
２
月
22
日
、
繁
さ
ん

は
夢
の
中
の
宏
美
さ
ん
に
「笑
顔
で
目
の
前
に
来
て
」と

言
わ
れ
た
。
微
笑
み
な
が
ら
近
づ
く
と
、
宏
美
さ
ん
は
こ

う
言
っ
た
。

「ど
こ
に
も
行
か
な
い
よ
」

１
月
６
日
と
２
月
22
日
に
宏
美
さ
ん
が
語
り
か
け
て

く
れ
た
言
葉
は
、
繁
さ
ん
の
宝
物
に
な
っ
た
。
「宏
美
は

ど
こ
に
も
行
か
ず
、
姿
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
そ
ば
に
い
て

ず
っ
と
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と

感
じ
た
夢
で
し
た
。
夢
な
ん
て
誰
で
も
見
る
で
し
ょ
、
と

か
、
脳
が
見
せ
て
い
る
だ
け
と
言
う
人
も
い
る
け
れ
ど
、

私
に
と
っ
て
は
単
な
る
夢
で
は
な
い
ん
で
す
。
夢
の
２
人

は
、
魂
の
姿
。
だ
か
ら
、
夢
を
見
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

生
き
る
力
。
こ
れ
か
ら
も
、
宏
美
と
陽
愛
も
一
緒
に
、
家

族
と
し
て
生
き
続
け
る
こ
と
な
ん
で
す
」

（
亀
井
繁
「
最
愛
の
妻
と
娘
は
魂
の
姿
に
」『
私
の
夢
ま
で
、
会
い
に
来
て
く
れ

た
』）

★亀井さんインタビューブイ

「
弟
が
生
き
て
い
た
こ
ろ
、
震
災
の
２
年
前
く
ら
い
か
ら
か
な
、
弟
が
死
ぬ
夢
を
半

年
に
１
回
く
ら
い
見
て
い
た
ん
で
す
。
震
災
の
１
年
前
は
３
カ
月
に
１
回
く
ら
い
の

頻
度
で
見
て
ま
し
た
」

夢
の
中
の
雄
太
君
は
、
棺
の
よ
う
な
神
輿
の
よ
う
な
も
の
に
座
っ
て
い
る
。
そ
の

姿
は
、
ま
る
で
生
け
贄
の
よ
う
だ
。
雄
太
君
は
亡
く
な
っ
た
と
き
よ
り
幼
く
、
小

学
１
年
生
か
幼
稚
園
く
ら
い
。
ち
ょ
う
ど
、
修
平
さ
ん
が
夢
を
見
始
め
た
こ
ろ
の

年
齢
だ
。

棺
か
神
輿
の
よ
う
な
も
の
に
乗
せ
ら
れ
た
雄
太
君
は
、
大
勢
の
人
た
ち
に
担
が

れ
、
家
か
ら
運
び
出
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。

修
平
さ
ん
は
毎
回
、
そ
こ
で
目
が
覚
め
た
。
起
き
る
と
、
朝
日
が
差
し
込
ん
で
い

る
時
間
な
の
も
、
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
。

な
ぜ
、
夢
の
中
で
雄
太
君
が
死
ぬ
と
わ
か
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
今
か
ら
死
に
ま
す
っ
て
宣
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
配
を
感
じ
る
ん
で
す
。
会

話
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
雄
太
を
囲
ん
で
い
る
人
た
ち
が
『こ
れ
か
ら
死
に
に
行
く

ん
だ
よ
〜
』と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
。
私
は
止
め
た
い
の
に
ど
う
し
て

も
止
め
ら
れ
な
く
て
、
雄
太
は
大
名
行
列
み
た
い
に
た
く
さ
ん
の
人
に
運
ば
れ
て

い
き
ま
し
た
」

雄
太
君
を
運
ぼ
う
と
す
る
人
た
ち
に
見
覚
え
は
な
く
、
夢
を
見
て
い
る
時
間
は

と
て
も
長
く
感
じ
た
。

目
覚
め
た
修
平
さ
ん
は
、
ぞ
っ
と
し
な
が
ら
、
毎
回
、
別
の
部
屋
で
寝
て
い
る
弟

の
姿
を
確
か
め
に
行
っ
た
。
雄
太
君
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
、
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
て

い
た
。

「
な
ぜ
そ
ん
な
夢
を
見
る
の
か
、
不
思
議
で
し
た
。
弟
が
体
調
を
崩
し
た
時
期
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
影
響
な
の
か
、
そ
れ
と
も
事
故
に
遭
う
予
知
夢
な
の
か
、
と
か

考
え
た
り
。
で
も
、
そ
ん
な
夢
を
見
て
も
弟
は
元
気
で
し
た
か
ら
、
深
く
考
え
な

か
っ
た
ん
で
す
。
今
は
、
予
兆
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
確
信
し
て
ま
す
」

震
災
後
、
修
平
さ
ん
は
、
雄
太
君
が
亡
く
な
る
夢
を
見
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た

。
そ
の
代
わ
り
、
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
震
災
前
の
日
常
風
景
だ
。

津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
懐
か
し
い
我
が
家
に
家
族
が
全
員
、
揃
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
修
平
さ
ん
は
、
ま
る
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
よ
う
に
、
家
族
の
姿

を
眺
め
て
い
る
。

「
家
族
の
夢
を
見
て
い
る
と
き
、
私
は
自
分
の
部
屋
に
い
る
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
家

族
の
様
子
は
見
え
て
い
る
。
み
ん
な
か
ら
私
の
姿
は
見
え
て
な
い
と
思
い
ま
す
。
夢

の
中
で
、
家
族
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
雄
太

も
遊
ん
で
い
た
り
、
元
気
な
姿
で
す
。
み
ん
な
で
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
し
た
り
、
家
族
で

話
を
し
て
い
た
り
、
震
災
前
の
本
当
に
ご
く
普
通
の
一
日
で
し
た
」

夢
を
見
て
い
る
間
、
修
平
さ
ん
は
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
。
雄
太
君
が
亡
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
、
夢
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
上
で
、
家
族
全
員
で
過
ご
す
時
間
を

思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
い
る
。

佐
藤
修
平
「
死
ん
で
い
く
弟
、
自
分
を
起
こ
す
弟
」
『
私
の
夢
ま
で
、
会
い
に
来
て
く
れ
た
）

夢の記録から立ち現れた事象

• 亡き人に触れる（明晰夢）

• 亡き人への後悔（反復夢）

• 成仏する

• 今も生き続ける（ソウルメイト）

• 予知夢

• 異床同夢

• 啓示

生ける死者の住処う「時間」

災害や死者は、〝過去〟の時間なのか!?

写真スタジオでヨシムネくんの写真をたくさん撮影した。亡くなった母親も夢に
出てきて、将来着付けしたらここで写真撮影をすることが私の夢（希望）なん
だよって言っていた。ヨシムネ君はファインダー越しで見ると、震災当時の小学
校1年生のままなんだけども、写真で仕上がってみてみると、背や足がすらっと
伸びて中学生のような恰好をしていた。

「昨夜、お母さんが寂しいってずっと思っていたから会いに来てくれたのかもね。
神様、素敵なクリスマスプレゼントありがとう。。。」 （2017年12月25日）

夢の系譜学
親鸞の生きた中世の夢理解

夢は災害との関係 亀山純生『〈災害社会〉・東国農民と親鸞浄土教』（農林統計出版）

親鸞が生きた時代は災異改元が度々行われ、飢饉や大火、地震、水害
といった災害による死と隣り合わせ

夢で冥慮から何かお告げを請うことで人々は救われた。いわば、災害
社会での緊張感や不安感を夢の信仰によって克服させようとした。た
とえば、夢告は死後でなければわからない極楽浄土を現世で予兆とし
て確認できる手段として希望をつなげる

67 68 69

70 71 72
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アリス的時間論 『鏡の国のアリス』ルイスキャロル

日常：過去→現在→未来

per. コップを落とすと割れる

鏡：未来→現在→過去

per. 割れると、コップが落とす

時間の流れが逆行した世界を生きる

予知夢や亡き人の成長の夢

「未来を記憶する」力と「過去を現在進行形に変える」力

タイムマシン的時間

母が父の乗った車椅子を押しながら、実家から東に50メートルほど出た
道を歩いている。匡美さんも一緒だ。

近隣の道路は車で渋滞しているので、徒歩で避難することになったよう
だ。自分たちは石巻市立病院か石巻文化センターに向かっているのだろ
う。車の渋滞は門脇小学校まで続いている。

「早く、早く」 匡美さんは二人を急がせる。匡美さんは周囲で渋滞して
いる車にも「逃げて！！」と叫ぶが、誰も危険が迫っていることに気付いてく
れない。

「タイムマシンがあったら、って。そしたら、助かる人がたくさんいるのに」

（「津波に襲われる夢、おだやかな夢」前掲載書より）

73 74 75

76 77 78
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復興の過程の時間軸の相対化

社会学の措定する時間の「前提」が崩される

＝人の生きている時間＝過去→現在→未来

小学校HPから亡き息子の画像を通告なく削除

泣きながら電話をかけ「ヨシムネは、もう学校とかにいなかったことにされ
たんですか」と尋ねると、「亡くなった子が写っている画像は削除しろと教
育委員会から通達があったので・・・」という回答を聞いて、ショックで過呼
吸を起こしてしまった。

⇒子どもが確かに「生きていた」証を社会的に抹消され、あたかも最初か
ら「いなかった」ように扱われる

内側からの見えない祈り

手をいまだあわせられない

A（女性）「友達から、「明日はご両親の命日ですね」ってメールが来て、むっちゃ腹立った。「
違いますって」っていったやった。」→宮城を離れた

B（女性）「わかる気がする。えって思って。おらいの人達はまだ見つかってないわけだから。
心のどこかで生きてかなって、０．何％くらいまだ思っている時とかあるから。それを人に先に
言われたり、 死んで何年目って言われると頭にくる」

2018年3月11日

79 80 81

82 83 84
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